
小5 国語(日本語) 3学期 2月 反対語

名前

（１）「短」と反対の意味を表す漢字を選びなさい。

① 大 ② 長 ③ 多

（２）空らんには、反対の意味を表す漢字が入る。合うものを選びなさい。

高 ⇔ （ ）

① 低 ② 広 ③ 細 ④ 長

（３）空らんには、反対の意味を表す漢字が入る。合うものを選びなさい。

増 ⇔ （ ）
ぞ う

① 加 ② 損 ③ 減 ④ 少
そ ん げ ん

（４）「安価」と反対の意味を表すじゅく語を選びなさい。
あ ん か

① 高価 ② 定価 ③ 物価
こ う か て い か ぶ っ か

（５）「戦争」と反対の意味を表すじゅく語を選びなさい。

① 温和 ② 平等 ③ 平和 ④ 苦戦
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答え ① 長

答え ② 低

答え ③ 減

答え ④ 高価

答え ⑤ 平和
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小3 国語(日本語) 1学期 5月 文の組み立て(主語と述語)①
し ゆ ご じゆつ ご

なまえ

○ つぎの文の（ ）に入れるのによいと思うことばをえらびましょう。

（１） 文の中で、「（ ）」を表すことばを主語といい、「どうする」 「どんな

だ」「ある・いる」を表すことばを述語といいます。

何を・だれを 何に・だれに 何が（は）・だれが（は）

（２）文の中で「何（だれ）が」を表すことばを（ ）といい、「どうする」「どんなだ」「あ

る・いる」を表すことばを述語といいます。

述語 修飾語 主語
しゆうしよく ご

（３）文の中で、「何（だれ）が」を表すことばを主語といい「（ ）」「どんなだ」「ある・

いる」を表すことばを述語といいます。

どこで どうする 何を

（４）つぎの文の述語を、えらびましょう。

公園に赤い花がさいた。

さいた 赤い 花が 公園に

（５）つぎの文の主語と述語として正しいものを、えらびましょう。

きょうぼくは公園で遊ぶ。
あ そ

主語は「ぼくは」、述語は「遊ぶ」

主語は「きょう」、述語は「遊ぶ」

主語は「ぼくは」、述語は「公園で」

主語は「公園で」、述語は「遊ぶ」
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小3 国語(日本語) 1学期 5月 文の組み立て(主語と述語)②
し ゆ ご じゆつ ご

なまえ

○ つぎの文の述語を、えらびましょう。

（６）大きな白い犬が走る。

白い 犬が 大きな 走る

（７）小さな白いうさぎがはねる。

はねる うさぎが 白い 小さな

（８）つぎの文の主語と述語として正しいものを、えらびましょう。

黒いねこが、公園にいる。

主語は「黒い」、 述語は「ねこが」

主語は「ねこが」、述語は「いる」

主語は「ねこが」、述語は「公園に」

主語は「公園に」、述語は「いる」

（９）つぎの文の主語と述語として正しいものを、えらびましょう。

きのうわたしは本を読んだ。

主語は「わたしは」、述語は「読んだ」

主語は「きのう」、 述語は「読んだ」

主語は「きのう」、 述語は「わたしは」

主語は「本を」、 述語は「読んだ」

（10）つぎの文の主語を、えらびましょう。

兄さんは、いつもとてもやさしい。

兄さんは やさしい いつも とても



小3 国語(日本語) 1学期 6月 じゅくごを使う
つ か

名前

○ つぎの文中の の意味に合うことばはどれですか。
い み

正しいものをひとつえらびましょう。

（１）この物語を作った人は、だれですか。
も のがたり

① 作物 ② 作品 ③ 名作 ④ 作者

（２）日本だけでなく、外の国のことも知りたい。

① 外国 ② 内外 ③ 外出 ④ 外部

○ つぎの文の の部分を、二字のじゅく語で言いかえるとどうなりますか。正
ぶ ぶ ん

しいものをひとつえらびましょう。

（３）来月から、店をひらく予定です。
よ て い

① 開店 ② 広店 ③ 書店 ④ 売店

（４）まよっていたが、やっと心をきめる。

① 決心 ② 決定 ③ 決意 ④ 心決

（５）きけんなので、早く火をけすように。

① 点火 ② 消火 ③ 決火 ④ 火消
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11月 文の組み立て（かざりことば）小3 国語(日本語) 2学期
が っ き

なまえ

（１）つぎの文の中から、「どこで」を表して、文をくわしくしている修
あ ら わ し ゅ う

飾語を書きましょう。
し ょ く ご

あした、わたしは、海で泳ぐ。
お よ

（２）つぎの文の中から、「いつ」を表して、文をくわしくしている修飾
あ ら わ し ゅ う し ょ く

語を書きましょう。
ご

毎朝わたしは弟を起こす。
お

（３）つぎの文の のことばは、どのことばを修飾して（くわしく
し ゅ う し ょ く

して）いますか。

きょう、弟とわたしは、ノートを買った。

（４）つぎの文の のことばは、どのことばを修飾して（くわしく
し ゅ う し ょ く

して）いますか。

白い花が、庭にたくさんさいた。
に わ

（５）つぎの文の のことばは、どのことばを修飾して（くわしく
し ゅ う し ょ く

して）いますか。

きょう、ぼくと妹は、公園で遊ぶ。
あ そ
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こたえ 海で

こたえ 毎朝

こたえ 買った

こたえ 花が

こたえ 遊ぶ
あ そ



小3 国語（日本語） 2学期 12月 言葉の意味・使い方
が っ き こ と ば い み つ か か た

なまえ

（１）つぎの文の中から、「のり」が、ほかとちがう意味で使われているものをえらびましょ
い み つ か

う。

① 文ぼう具店にのりを買いに行く。
ぐ

② おにぎりをのりでまいて食べる。
③ のりで紙と紙をはりつける。

（２）つぎの文の中から、「明るい」が、ほかの文とちがう意味で使われているものをえら
い み つ か

びましょう。

① 明るい部屋で、勉強をする。
へ や べ ん きょう

② 今夜は、明るい月がてっている。
③ 太陽の光が、明るい。

た い よ う

④ あの人は、明るいせいかくだ。

（３）つぎの文の中から、「はなす」が、ほかとちがう意味で使われているものをえらびま
い み つ か

しょう。

① 川にめだかをはなす。
② 教室で先生とはなす。
③ 夜おそくまで友だちとはなす。
④ 大声で人とはなす。

（４）つぎの文の中から、「あたたかい」が、ほかの意味とちがう意味で使われているもの
い み い み つ か

をえらびましょう。

① あの人は、あたたかい心を持っている。
も

② あたたかい家庭で育った人。
か て い そ だ

③ あたたかいお茶を飲む。
の

④ あたたかい手をさしのべる。

（５）つぎの中から、「かう」が、れい文と同じ意味で使われている文をえらびましょう。
い み つ か

【れい】 遊園地の入場けんをかう。
ゆ う え ん ち

① 書店で本をかう。
② まよい犬をかう。
③ 人のうらみをかう。
④ つばめたちがとびかう。
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こたえ おにぎりをのりでまいて食べる。

こたえ あの人は、明るいせいかくだ。

こたえ 川にめだかをはなす。

こたえ あたたかいお茶を飲む。
の

こたえ 書店で本をかう。


